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エダマメの早期直播栽培技術の確立
片山勝之＊・細野達夫＊・細川寿＊
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I . はじめに

するのが一般的である('4)．しかし，水田複合経営農
家においてエダマメを導入する場合，エダマメの移
植作業は水稲の育苗管理や移植作業と重なり，作業
競合が起きることから直播栽培による省力化が求め
られている．新潟県におけるエダマメの直播栽培は
低温による出芽遅延を回避するために，日平均気温
の平年価が15℃以上になる５月中旬以降に行うこ
とが指導されているく１１)．しかし，羽田野は，スリッ
|､入りマルチと貼付マルチを併用するならば，新潟
県においても４月１日からの直播栽培が可能なこと
を示した(4)．細野らもポリマルチ等による被覆が地
温の上昇や土壌の乾燥抑制により４月下旬の播種に
おいても出芽・苗立ちの安定化に有効であることを
明らかにしており(6)，エダマメの直播栽培の播種期
前進化の可能性は高い．
一方．ボ|||川らは重粘土壌での湿害回避に関する一

連の研究においてアップカットロータリによる耕う
んと同時に畝立て・有孔ポリマルチ被覆・播種作業
を行う作業技術を開発したi5).また．片山らは追肥
作業の省力化のために，緩効性肥料を用いた全量元
肥栽培試験を行い，莱乾物重や商品収量(A品重）
が慣行栽培と同等であることを報告しており(8)，水

聴鱸餓職劫禰椚ﾏ埴
このように、被覆資材がエダマメの出芽に及ぼす

影響を明らかにして．一工程作業機による播種作業

水稲作が中心の北陸地域では．転作作物としてダ
イズ，オオムギが主要品目であるが．米価低迷の中．
収益確保のためにはエダマメなどの高収益作物を水
田転換畑に導入していく複合経営が望まれる．新潟
県はエダマメの栽培面積が1580haと全国で１番目
収稚斌は6640tと千葉県，山形県に次いで全国で３
番目に多い(15)新潟県の慣行直播栽培の作型は５月
中旬以降から播種され,８月中旬以降収秘される(1<1).
９月上旬には水稲収穫作業と作業競合することから，
複合経営農家が直播栽培でエダマメを導入するには
出荷期間が短く単価も低いため容易でない．しかし，
播種期を前進化することにより出荷時期を早めるこ
とができれば．出荷期間の長期化のみならず，高単
価も期待できるため水田複合経営農家にとってエダ
マメを導入しやすいと考えられるまた，エダマメ
は食味・食感等の品質面から，収稚適期の幅は品種
によって異なるものの２～７日と短い(2)．このよう
に収穫適期が短く，エダマメの出荷の収穫・調整は
作業能率が低いため，大面積での播種時期を限定し
た栽培は不可能であり，多様な作型での栽培計画を
立てる必要がある．
新潟県やJAえちご上越の指導によると８月上旬

以前に収穫される作型は早生種．中早生種および中
生種の移植栽培がある(２．１４)．この移植栽培では，移
植時期が５月上旬までは黒色のポリエチレン製マル
チ用フイルム（以下ポリマルチで略称）で畝を被覆
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りも早い時期から直播による作期試験を行い，生育
や収量特性のデータの蓄積を行った2008年と２００９
年には早期直播栽培の省力的安定生産技術の確立の
ために被覆資材の選定を行ったその結果，最も有
望と考えられた黒色ポリマルチを使って早期直播栽
培の省力的安定生産技術について実証試験を行った．
本研究は，農林水産省の「新たな農林水産政策を
推進する実用技術開発事業」（課題名「北陸特有の
環境条件に即した野菜安定生産技術の開発」課題番
号18015．平成18-20年度）および農研機構運営費
交付金(平成18-21年度)により行われた

の省力化技術を開発してきたが．重粘土転換畑にお
いて従来移植栽培が行われる作期にエダマメを直
播栽培した場合の生育特性，収量特性，有効性につ
いての報告はほとんど見あたらない．そこで，本研
究では，７月中旬～８月上旬までに出荷が可能なエ
ダマメの早期直播栽培による省力的安定生産技術の
確立と本技術を採り入れて８月下旬までの長期的で
継続的な出荷体系の提示を目的として以下の試験を
実施した．
継続出荷体系の策定のために，2006～2008年に上

越地域で代表的な早生種，中早生種，中生種および中
晩生種を用いて．新潟県が指導している播種期('4)よ

Ⅱ、材料と方法

りの各成分の施用量は，合計でN,P205,IQOそ
れぞれ11.99,7.69,10.49となった．播種前日に改
良型アップカットロータリ（松山（株),PU1705H)
で．畝幅75cm,畝高約２0cmの畝を成型した．播
種は畝表面より深さ３cmに株当たり２粒ずつ手播
きした．滝姫および湯あがり娘の栽植密度は６７
株/m２,新潟茶豆と庄内茶豆５号は5.6株/m２とし
た2006年４月２８日播種と2007年５月１０日播種は．
長繊維不織布(パオパオ90,MKVプラテツク(株))
を，畝面に直接かけ(べたがけ処理)，出芽３週間後
に取り除いた１区面積は１５m２で反復無しとした．

１．栽培条件
１）播種日がエダマメの生育および収量特
性に及ぼす影響

北陸研究センター内の重粘土水田転換畑圃場（強
粘質グライ低地土，転換７年～９年目）において試
験を行った.2006年は茶豆風味をもつ湯あがり娘(中
早生種，カネコ種苗)，新潟茶豆（中生種.JA全農
にいがた）および庄内茶豆５号（中晩生種，佐藤政
行種苗）を,2007年と2008年にはこれら３品種に
茶豆の滝姫（早生種，柳川採種研究会）を加えて供
試した播種時期は,2006年は４月２８日，５月１２日．
５月２６日，６月９日の４時期2007年は，５月１0日，
５月２４日，６月７日の３時期2008年は．５月８日，
５月１６日‘５月２７日，６月５日，６月１７日，６月
３０日の６時期とした．但し，2008年の試験区にお
いて滝姫は６月５日迄湯あがり娘は５月１６日迄，
庄内茶豆５号は５月２７日以降播種した．施肥量は
上越地域の栽培指針〈'3)に従った堆肥は試験前年秋
季に2,0009/m２,播種２週間前に苦土石灰1209/m2
およびなたね粕を809/㎡施用した．播種前日に
基肥として，滝姫と湯あがり娘には「早生えだま
め専用肥料」（成分含有量N-P20rIQO-MgOの順に
8-15-15-1％）を809/m２,新潟茶豆と庄内茶豆５号
には「中生・晩生えだまめ専用肥料」（成分含有通
N-P205-K2O-MgOの順に5-15-15-2%)を409/m2施用
した．追肥として開花期に「窒素加里化成E989号」
(成分含有量N-P20rKZOの順に18-0-18%)を209/
m２,収穫前７日に尿素を５９/㎡施用したm２当た

２）ポリマルチ資材と直播・移植の差異がエダ
マメの生育および収量特性に及ぼす影響

北陸研究センター内の重粘土水田転換畑圃場（転
換３年目～４年目）で試験を実施した被覆資材と
して，透明ポリマルチ（透明有孔ポリマルチ，丸井
加工（株)．幅150cm,株間20cm,条間４０cm,穴
径6cm,２条，厚さ0.02mm),黒色ポリマルチ（黒
色有孔ポリマルチ．会社名と仕様は透明有孔ポリマ
ルチと同様）およびべたがけ用に長繊維不織布（パ
オパオ１５０.MKVプラテツク（株).幅150cm,長
さ200m)を用いた．試験設定において2008年は透
明ポリマルチ直播区，黒色ポリマルチ直播区，べた
がけ直播区．無マルチ直播区および黒色ポリマルチ
移植（慣行）区とし．2009年は黒色ポリマルチ直播
区無マルチ直播区および黒色ポリマルチ移植（慣
行）区とした滝姫と湯あがり娘を供試し，2008年
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４月２３日および2009年４月２１日に播種した．施
肥量は慣行法('3)に従い．施肥法および施肥量は１）
の播種試験に準じた．ただし，透明ポリマルチ直播
区,黒色ポリマルチ直播区では．追肥作業を省力化
するために基肥に被覆尿素を施用する全量基肥とし
た被覆尿素の選定にあたり,Haraの被覆尿素か
らの溶出予測モデルを利用した(3)追肥と同等の窒
素，カリ成分量とするために，「被覆尿素LPコー
トS40」を９g/m２,「被覆尿素LPコートS60」を
5.89/m２および「塩化加里」を7.29/m2を基肥とし
て施用した．
透明ポリマルチ直播区，黒色ポリマルチ直播区

および黒色ポリマルチ移植区は改良型アップカッ
トロータリ（松山（株),PU1705H)に平高マルチ
作業機（鋤柄農機PHMAF１４)を装着して，畝幅
150cm,畝高約２０cmの平高畝を成型した．べたが
け区と無マルチ区は平高マルチ作業機からポリマル
チを取り外して畝形成した．べたがけ直播区では長
繊維不織布を手作業で畝面に直接被覆し、出芽３週
間後に取り除いた
直播区における播種は深さ３cmに株当たり２粒
ずつ手播きした．滝姫は一株２本立て．湯あがり娘
は播種後３週間目に１本立てとした．滝姫の栽植密
度は１３．３本/m２,湯あがり娘は６.７本/m２とした
また，黒色ポリマルチ移植区では，直播区と同一日
に育苗トレイ（128穴)に１穴当たり１粒播種し，無
加温の温室内で３週間育苗した苗を黒色ポリマル
チで被覆した畝に，直播栽培と同一栽植密度で移植
した移植栽培のみ活着するまで如露による潅水を
行った．処理１区当たりの面積は22.5m2で.３反復
とした．

のみは．２)のポリマルチ試験に準じた
2008年５月３日および2009年５月８日に黒色
ポリマルチ直播区では，耕うん同時マルチ展張播
種作業機（アツプカツトロータリ作業機にマルチ展
張播種作業機（アグリテクノ矢崎,AMS-201RWH)
を装着した作業機）により，黒色ポリマルチ（黒色
有孔ポリマルチ，丸井加工（株)，幅150cm,株間
20cm,条間４０cm,穴径6cm,２条，厚さ0.02mm)
被覆した畝成型と播種を一工程で行った．播種機は
目標播種深度を３cm,株当たり播種量を湯あがり娘
は１粒．おつな姫は２粒に設定した．無マルチ直播
区は、本作業機で播種後．ポリマルチを除去して設
定した．
湯あがり娘の栽植密度は６．７本/m２,おつな姫は
13.3本/m２とした場内試験の処理１区当たりの面
積は７５m２とし,３反復とした．

（２）現地試験
2008年５月３日に上越市内の農事組合法人にお
いて，新潟茶豆を供試し，試験区としては黒色ポ
リマルチ直播区と無マルチ直播区の２処理を設定し
た．「中生・晩生えだまめ専用肥料」を１）の播種試
験に準じて施用した．黒色ポリマルチ直播区の追肥
のみは，２)のポリマルチ試験に準じた．
黒色ポリマルチ直播区，施肥法および施肥量は２）

のポリマルチ試験に準じ全量基肥とした．（１）と同
様の耕うん同時マルチ展張播種作業機により，黒色
ポリマルチ（黒色有孔ポリマルチ，丸井加工（株)．
幅150cm,株間２５cm,条間４０cm,穴径6cm,２
条，厚さ0.02mm)被覆した畝成型と播種を一工程
で行った．播種機は目標播種深度を３cm,株当たり
播種量を１粒に設定した．栽植密度は５．３本/m２と
した．無マルチ直播区は，本作業機で播種後．ポリ
マルチを除去して設定した．マルチ直播区の面積は
285m２,無マルチ直播区は１５m２とし．反復無しと
した．

３）黒色ポリマルチと耕うん同時畝立てマ
ルチ展張播種作業機を用いた早期直播
栽培技術の実証試験
（１）場内試験

北陸研究センター内の重粘土水田転換畑圃場（転
換10年目および11年目）を使用して，2008年は湯
あがり娘，2009年は茶豆風味のおつな姫（早生種．
サカタ種苗）を供試し．試験区として黒色ポリマル
チ直播区と無マルチ直播区の２処理を設定した．
基肥は「早生えだまめ専用肥料」を１）の播種試
験に準じて施用した黒色ポリマルチ直播区の追肥

２．調査項目
子葉が地上に露出した時点で出芽とし，出芽が確
認できた株数を調査し，播種した株数に対する割合
を出芽率とした．開花日は全体の株の５割が開花に
達した時とした収穫日は株当たりの茨の５割の茨
厚が滝姫と新潟茶豆は８mm,湯あがり娘と庄内茶
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豆５号は9mmに達した時とした(13).
試験2)では，１区当たり平均的な６株を，滝姫で
は播種後３６日．４４日（開花日)．７１日．８２日（収穫
日)．湯あがり娘では播種後３６日４７日（開花日)，
７２日９０日（収稚日）に地際から地上部を採取して
生育調査を行った調査後の株は80℃で３日間乾
燥して乾物重を測定した
収逓調査は１区当たり１畝×１1n(1.5m2)を刈取
り，主茎長，茨収逓の調査を行った．また,JAで

作成された新潟県青果物検査協会・農協・経済連の
出荷規格に従い，薄莱．病･虫害による被害茨，黄・
茶色等の変色茨や変形茨を除いた２．３粒茨の茨収
量を商品収量とした収量調査跡の雑草も刈取り，
80℃で３日間乾燥して乾物重を測定した．
生育期間中の気温は北陸研究センター内に設置さ
れている気象観測装置で測定されたデータを用い
た．

Ⅲ 結 果

１．旬別平均気温
表１に2006年から2009年までの４年間の４月中
旬から９月中旬までの旬別平均気温を示した．平年
値と比較すると2006年と2009年の４月下旬は２℃
以上低温だったが，５月上旬は４年とも１．５～2.4℃
高く，直播栽培が可能な１５℃以上('4)であった．

くなったことによる．
一方，べたがけした播種区の出芽日数は，不織布
の保温効果により無被覆の５月中旬播種区に比べて
2～３日短くなったが，出芽後の生育日数は短くな
らなかった．
直播栽培で８月上旬までの収穫が可能な品種と播

種日は．滝姫が６月５日播種まで，湯あがり娘が５
月１６日播種まで，新潟茶豆が５月８日播種までで
あった
表３にエダマメ４品種の播種日が主茎長，地上部
乾物重，茨乾物重，茨数，茨収量に及ぼす影響を示
した．主茎長はいずれの品種も播種日が遅いほど短
くなる傾向にあった．一方．４品種のべたがけ処理
区を除いた６月上旬以前の播種時期による地上部乾
物重茨乾物重茨数および茨収量の違いは判然と
しなかった．また，６月中旬以降に播種した新潟茶
豆や庄内茶豆５号の地上部乾物重，茨乾物重茨数
および炎収量は，６月上旬以前に播種した場合より
も低かった．ここで，べたがけ処理区も含めれば，
４月２８日播種の湯あがり娘や５月１０日播種の滝姫
と庄内茶豆５号で高収量が得られる場合も認められ

２．播種日がエダマメの生育および収
量特性に及ぼす影響

表２にエダマメ４品種の播種日が出芽日，出芽日
数，開花日，出芽から開花迄の日数，収穫日．開花
から収秘日迄の日数および生育日数に及ぼす影響に
ついて示した2007年４月２８日と５月１０日の播
種時にはべたがけ処理をしたので，これらを除く
と，滝姫の収穫期は７月３１日～８月１６日，湯あが
り娘は８月６日～１６日，新潟茶豆は８月９日～３０日，
庄内茶豆５号は８月２１日～９月１１日となった．全
ての品種で播種日が遅くなるにつれて．播種後の生
育日数は短くなる傾向にあった．これは，早播に比
べて遅播程出芽迄の日数が短くなったことや新潟茶
豆や庄内茶豆５号では出芽から開花までの日数も短

表１２００６年～２００９年の旬別平均気温
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

旬 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中
年
年
年
年
一
値

帖
岬
偲
的
一
年

別
別
別
別
一
平

12.0
10.5
12.0
12.7
11.1

16.5
16.6
17.4
17.0
15.0

16.7
15.5
15.8
16.3
16.0

11.3
13.0
13.5
11.9
14.0

18.7
17.9
18.9
18.5
17.5

18.921.2
19.721.4
18.819.9
19.919.8
19.220.5

22.3
21.7
21.4
24.6
21.5

22.6
21.9
24.6
22.9
22.8

２３．６２３．６
２３.１２３.０
２５．５２６．６
２４．７２３．８
２３．７２６．２

26.928.4
27.928.2
26.825.5
24.525.5
26.026.0

26.024.0
24.625.4
24.124.3
23.622.5
25.523.6

21.7
25.2
23.8
19.7
21.8

平均気温
（℃）

注）気温は北陸研究センターの気象観測装置で測定されたデータを利用した．平年値は．1973年～2000年の新潟県上越市高田
で測定された平均値で示した(気象庁)．
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表２供試したエダマメ４品種の播種日が，出芽日，出芽日数，開花日，出芽～開花迄日数，収穫日，開花～収穫迄日数およ
び生育日数に及ぼす影響．

年総種日出芽日出芽日数‘硴ロ＃蕊収穫圖蕊百：生育日数品種

滝姫 5/10窯
5/24
6／７

2()()７ 5/20
6／５
６/1３

6/24
7／６
７/1４

０

２

６

１

１

3５
３１
３１

7/30
8／９
８/1６

3６
３３
３３

8１
７７
７０

2008 5／８
５/16
5/27
6／５

5/24
5/27
6／６
６/1２

6/27
7／２
７／９
７/1２

６

１

０

７

１

１

１

7/31
8／５
８/10
8/10

3４
３６
３３
３０

3４
３４
３２
２９

8４
８１
７５
６６

● - 一 一 ■ - ＝ ■

2006 9４
８６
７７
６６

湯あがり娘 4/28＊
5/12
5/26
6／９

5/10
5/24
6／７
６/1６

6/17
6/29
7/10
7/1３

２

２

２

７

１

１

１

7/31
8／６
８/11
8/1４

3８
３６
３３
２７

4４
３８
３２
３２

5/10＊
5/24
6／７

20()７ 5/16
6／６
６/1４

６

３

７

１

6/28
7／６
７/1３

５

０

６

１

１

ノ

ノ

ノ

８

８

８

4３
３０
２９

3８
３５
３４

8７
７８
７０

2008 5／８
５/1６

5/23
5/2７

6/27
7／２

５

１

１

１

8／８
８/1０

3５
３６

4２
３９

9２
８６

口 ● ＝ ■ ､ ■ 色 ■ ｡ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ 1 ■ ｡ Ｐ 甲 ゆ ● 毎 ⑤ 申 甸 ■ 申 働 ① ロ ● ● ● ● - ■ ■ ■ ● ■ - ｡ Ⅱ

新潟茶豆２００６ ５/1１
５/2７
６／７
６/1６

令 卜 P 1 ﾄ 五 ｲ 4 Ｐ Ｐ

7/31
8/11
8/13
8/1７

９４
９１
７９
６９

4/28＊
5/12
5/26
6／９

6/25
7／４
７／３
７/1７

３

５

２

７

１

１

１

4５
３８
２６
３１

3６
３８
４１
３１

5/10＊
5/24
6／７

2007 5/23
6／６
６/1４

7／１
７/10
7/1７

8／２
８/13
8/1９

３

３

７

１

１

3９
３４
３３

3２
３４
３３

8５
８１
７３

2008 5／８
５/16
5/27
6／５
６/17
6/30

5/24
5/27
6／７
６/13
6/23
7／５

7／６
７／８
７/13
7/16
7/24
7/2９

8／９
８/11
8/13
8/16
8/23
8/30

６

１

１

８

６

５

１

１

１

３

２

６

３

１

４

４

４

３

３

３

２

3４
３４
３１
３１
３０
３２

３

７

８

２

７

１

９

８

７

７

６

６

- - 毎 ニ ー ー ー 甲 や ̅ ｰ 一 口 今 一 司 令 一 心 ● - - Ｆ 一 ■ - q ■ 缶 ＝ ご 句 1 ■ 1 ■ ｡ ■ ｡ Ｉ ■ 凸 ■ ■ 口 一 ■

庄内茶豆５号２００６ 4/28＊
5/12
5/26
6／９

５/1１
５/2７
６／７
６/1６

7／５
７/12
7/22
7/2６

8/18
8/21
8/25
8/3１

３

５

２

７

１

１

１

5５
４６
４５
４０

4４
４０
３４
３６

112
101
９１
８３

5/10＊
5/24
6／７

2007 5/21
6／７
６/1４

7/10
7/16
7/2４

１

４

７

１

１

5０
３９
４０

8/22
8/26
8/3０

4３
４１
３７

104
９４
８４

2008 5/27
6／５
６/17
6/3０

6／８
６/12
6/24
7／６

7/19
7/22
7/30
8／４

8/28
8/31
9／６
９/1１

２

７

７

６

１ ４１
４０
３２
２９

4０
４０
３８
３８

9３
８７
８１
７３

注)＊？べたがけ処理



中央農業総合研究センター研究報告第16号（2011.03）６

表3供試したｴﾀﾏﾒ4品種の播種日が主茎長,地上部乾物重,麦乾物重莱数および英収量に及ぼす影響
莱収堂
(g/m2)

莱数
(X/m2)

炎乾物重
(g/m2)

地上部乾物重
(g/m2)

主茎長
(cm)播種日

691
609
598

5/10*
5/24
6／７

363
334
320

176
155
152

298
258
249

滝姫 31.1
28.9
23.6

2007

３

７

４

４

７

０

８

６

６

７

６

６

371
364
365
355

171
180
174
169

295
310
290
277

5／８
５/16
5/27
6／５

30.9
30.9
25.5
25.2

2008

缶 缶 再 一 輯 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｑ ■ ー 写 ■ 早 ■ ■ ■ ■

７８９
７３７
６１９
６１７

340
320
260
258

２０２
１８９
１５９
１５８

甲 ■ 申 中 中 ● ■ き ＝ - ■ ■ - ■ Ｐ Ｐ

２００６ ４/28＊
５/1２
５/2６
６／９

寺 ■ ■ 守 守 一 ■ 一 四 q ■ ● ｡ - 今 ｡ ÷ ◆ ● 凸 ● 今 ● 申 - ４ ■

湯あがり娘 346
310
261
260

40.1
36.6
35.6
31.7

5/10零
5/24
6／７

０

２

７

泥
“
妬

200
165
168

292
280
276

340
270
275

20()７ 39.0
34.4
30.9

784
794

5／８
５/1６

345
340

201
204

330
351

2008 37.9
37.3

713
800
694
694

新潟茶豆 ４/28零
５/1２
５/2６
６／９

188
211
183
183

419
470
408
408

2006 49.0
39.1
36.4
35.2

358
428
347
352

5/10＊
5/24
6／７

413
416
414

739
733
730

51.0
39.8
36.3

394
392
399

195
193
203

2007

5／８
５/16
5/27
6／５
６/17
6/3０

497
503
469
439
408
409

50.0
41.3
38.0
36.7
34.4
33.6

487
449
428
415
347
329

228
220
216
211
183
175

864
834
818
800
694
663

2008

卜 画 毎 一 一 卓 ロ ー 卓

20()６ -
３
８
８
５

函

７

３

８

５

-

６

６

４

４

4/28＊
5/12
5/26
6／９

庄内茶豆５号 439
441
400
426

801
843
780
762

530
492
458
450

224
232
218
213

5/10＊
5/24
6／７

430
449
416

858
805
769

2007 59.6
48.8
45.1

560
480
454

240
225
215

“
誕
艶
妬

４

４

３

３

０

０

２

７

３

２

１

８

８

８

７

６

5/27
6／５
６/17
6/3０

48.9
45.9
45.8
41.6

500
490
420
405

232
229
199
192

2008

注)＊ｆべたがけ処理



片山勝之ら：エダマメの早期直播栽培技術の確立 ７

たことから，資材利用が有効となる可能性が示され
た

滝姫の収穫日は７月中・下旬となり，無マルチ直
播区に比べて透明ポリマルチ直播区で５日，黒色ポ
リマルチ直播区で２～３日，べたがけ直播区で２日，
黒色ポリマルチ移植区で２～４日促進された一方．
湯あがり娘の収税日は７月中・下旬となり，無マル
チ直播区に比べて，黒色ポリマルチ直播区で１日
黒色ポリマルチ移植区で２日促進されたが，透明ポ
リマルチ直播区とべたがけ直播区では促進効果は認
められなかったなお、透明ポリマルチ直播区は生
育旺盛になり，収稚期前に倒伏が認められた
表５に資材と直播・移植の差異が滝姫と湯あがり

娘の収穫期における主茎長，地上部乾物重莱数，
茨収量商品収量および雑草乾物重に及ぼす影響に
ついて示した．主茎長は両品種ともに透明ポリマル
チ区が他の処理区よりも有意に長く，黒色ポリマル
チ移植区が有意に短かった地上部乾物重は，両品
種ともに透明ポリマルチ直播区が他の処理区よりも
有意に高く、黒色ポリマルチ直播区はべたがけ直播
区，無マルチ直播区および黒色ポリマルチ移植区よ
りも有意に高かった(表5)
茨乾物重および茨収量に関しては，両品種ともに

透明ポリマルチ区と黒色ポリマルチ区がべたがけ直
播区．無マルチ直播区および黒色ポリマルチ移植区
よりも有意に高かった滝姫と湯あがり娘の莱数と

３．ポリマルチ資材と直播・移植の差
異 が エ ダ マ メ の 生 育 お よ び 収 量 特
性に及ぼす影響

表４にマルチ資材と直播・移植の差異が滝姫と湯
あがり娘の出芽日，出芽率．開花日および収種日に
及ぼす影響を示した両品種ともに出芽日は無マ
ルチ直播区に比べて透明ポリマルチ直播区で３日，
黒色ポリマルチ直播区で２日，べたがけ直播区で２
日促進された．次に出芽率は両品種とも透明ポリマ
ルチ直播区黒色ポリマルチ直播区が無マルチ直播
区よりも有意に高かった．べたがけ直播区の出芽率
は透明ポリマルチ区よりも有意に下回ったが．無マ
ルチ直播区と同等ないし有意に上回る値を示した
滝姫の開花日は無マルチ直播区に比べて透明ポリ
マルチ直播区で５日，黒色ポリマルチ直播区で４日．
べたがけ直播区で３日．黒色ポリマルチ移植区で
3～７日促進された一方，湯あがり娘の開花日は
無マルチ直播区に比べて透明ポリマルチ直播区で３
日，黒色ポリマルチ直播区で１～３日べたがけ直
播区で１日，黒色ポリマルチ移植区で０～３日促進
された．

表４マルチ資材と直播・移植の差異が滝姫と湯あがり娘の出芽日，出芽率，開花日および収穫日に及ぼす影響
収穫日出芽日出芽率 ( ％）＊＊開花日処理区難 播種日品種 年次
7/11
7/13
7/14
7/16
7/1４

6／７
６／８
６／９
６/12
6／９

滝姫 透マ直柵
黒マ直描
べた直捕
無マ直播
黒マ移植

5／２
５／３
５／３
５／５
５／２

91.5
89.2
88.2
84.6

4/24
4/24
4/24
4/24
4/2４

2008 Ｃ
８
Ｄ
０
Ｄ
ａ

7/19
7/21
7/1７

6/11
6/15
6／８

黒マ直柵
無マ直柵
黒マ移植

5／３
５／５
４/2９

ｂ
ａ

4/21
4/21
4/2１

87.6
82.3

2009

7/19
7/18
7/19
7/19
7/1７

6/10
6/12
6/12
6/13
6/1３

透マ直描
黒マ直柵
べた直柵
無マ直柵
黒マ移植

０

，

Ｃ

ａ

ａ

湯 あ が り 娘 ２ ０ ０ ８ 5／２
５／３
５／３
５／５
５／２

4/24
4/24
4/24
4/24
4/2４

93.4
96.3
89.7
89.8

7/22
7/23
7/2１

6/12
6/15
6/1２

黒マ直播
無マ直播
黒マ移植

９
，
ａ

5／３
５／５
４/2９

95.7
89.3

4/21
4/21
4/2１

20()９

注）＊：透マ直播．黒マ直播．べた直描無マ直播．黒マ移植はそれぞれ透明ポリマルチ直樅区，黒色ポリマルチ直播区べた
がけ直播区無マルチ直播区黒色ポリマルチ移植区の略称で．以降の表の処理区はこの略称で統一*＊？同一英小文字は処理区間に５％水準で有意差が無いことを示す(Tukey法)



中央農業総合研究センター研究報告第16号（2011.03）８

表５マルチ資材と直播・移植の差異が滝姫と湯あがり娘の収穫期における地上部乾物重，焚乾物重，莱数，麦収量，商品収
量および雑草乾物重に及ぼす影響

主茎長
(cm)

地上部乾物重莱乾物諏
(g/m2)(g/m2)

爽数
("/m2)

莱収堂
(g/m2)

商品収並
(g/m2)

雑草乾物亜
(g/m2)品 種 年 次 処 理 区

滝姫２００８ 透マ直柵
黒マ直播
べた直播
無マ直播
黒マ移植
黒マ直播
無マ直播
黒マ移植

口
Ｄ
Ｏ
Ｄ
ａ
ａ
ａ
回
-
ｂ
ａ
ａ

419
407
355
340
328
399
338
345

２

７

６

０

２

》

７

５

２

５

３

２

７

７

串

６

６

７

８

８

７

６

６

-

７

６

６

６４８
６４１
５３５
４８３
５５２
５９１
５１１
５３７

５

３

５

０

４

釦

１

７

５

０
３
２
-
１

３ 勺
。
ａ
Ｃ
○
ｂ
ａ
-
ａ
画
，
ａ

32.1
28.5
27.4
27.4
20.0
29.5
27.1
18.1

ｃ
可
，
ａ
ａ
ａ
苧
，
ａ
ａ

５

９

５

５

４

-

７

４

４

３

５

０

９

８

-

６

９

０

４

３

３

２

２

-

３

２

３

217
214
182
177
174
195
169
177

ｃ
ｃ
、
，
ａ
ａ
暉
制
ｂ
ａ
ａ

ｃ
ｃ
９
Ｄ
ａ
-
、
》
ｃ
ａ
○
ｂ

ｃ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

』

ｂ

ｂ

ａ

ｃ
ｃ
９
Ｄ
-
，
ａ
踵
副
，
ａ
ａ

2009

一
ｃ
ｃ
１
Ｄ
ａ
Ｃ
-
ｃ
ａ
制
ｂ

-

５

４

２

９

８

-

４

２

３

-

９

８

２

６

８

-

１

５

７

-

６

６

６

５

６

-

７

５

６

函

７

５

２

８

５

１

８

４

５

-
５
３
１
-
２

-
１ 了
。
ａ
ｃ
９
Ｄ
ａ
-
ａ
制
ｂ
ａ

湯あがり娘２００８ 透マ直播
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注）同一英小文字は処理区間に５％水準で有意差が無いことを示す(Tukey法）

表６耕うん同時畝立てマルチ展張直播作業機で播種を行ったエダマメの生育および収量に対するポリマルチ資材の効果
収稚期品種 処 理 区 出 芽 日 出 芽 率 収 稚 日

（％）
地上部乾物亜
(g/m2)

胆茎長
(cm)

莱数
(X/m２)

英収量
(g/m2)

商品収塑
(g/m2)

雑草乾物重
(g/m2)

湯あがり娘
(2008年）

黒マ直播
無マ直播
有意差

5/16
5/2１

8／５
８／７

86.4
64.9
＊＊

465
359
＊＊

47,9
25.2
＊＊

０

１

＊

拓
調
＊

944
695
＊ ＊

771
568
本 ＊

2.6
47.9
本 ＊

おつな姫
(2009年）

黒マ直播
無マ直播
有意差

5/21
5/2３

7/29
7/3１

92.2
73.6
＊ ＊

375
268
＊ ＊

26.7
25.2
, ｓ

436
338
＊＊

860
655
＊＊

487
388
＊＊

1.1
53.3
＊ ＊

注)率＊：１％水準で有意差有りns:有意差無し(t検定）

茨収量との相関係数はそれぞれ0.968と0.895とな
り，１％水準で有意な正の相関関係が認められ，茨
数が多いほど茨収量は増大した．このことは，莱数
が多くても一茨重が大きく変化しなかったことを意
味しており，収穫物の外部品質面からも重要なこと
を示唆している．また，両品種ともに黒色ポリマル
チ移植区の商品収量が無マルチ直播区に比べて有意
に高かった．これは黒色ポリマルチ移植区の２．３
粒茨の割合が高かったことによる．
雑草乾物重は透明ポリマルチ区が他の処理区に比

べて顕著に高く、黒色ポリマルチ直播区と黒色ポリ
マルチ移植区において少なかった．

４．黒色ポリマルチと耕うん同時畝立
てマルチ展張播種作業機を用いた
早期直播栽培技術の実証試験

表６に耕うん同時畝立てマルチ展張直播作業機で
播種を行ったエダマメの生育および収量に対するポ
リマルチ貸材の効果を示した．湯あがり娘は８月上
旬，おつなｊlliは７月下旬が収税日であった．湯あが
り娘もおつな姫も無マルチ直播区よりも黒色ポリマ
ルチ直播区において出芽日，収稚日とも２日程度促
進された．出芽率は両品種ともに黒色ポリマルチ直
播区が無マルチ直播区よりも有意に高かった．主茎
長に関して．湯あがり娘は黒色ポリマルチ直播灰が
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表７現地実証圃における耕うん同時畝立てマルチ展張直播作業機で播種を行ったエダマメの生育および収量
収櫻期品 種 処 理 区 出 芽 日 出 芽 率 収 穫 日

（％）
地上部乾物重
(g/m2)

主茎長
(cm)

爽数
(X/m２)

炎収量
(g/m2)

商品収量雑草乾物重
(g/m2)(g/m2)

新潟茶豆
(2008年）

播
播

直
直

マ
マ

黒鉦《
5/11
5/1４

8/５
８/７

90.4
86.4

457
315

44.6
39.4

445
334

871
610

678
488

２３
４２５

無マルチ直播区に比べて有意に長かったが，おつな
姫は処理間に有意差は認められなかった．また，両
品種ともに地上部乾物重，爽数，茨収量商品収量
は黒色ポリマルチ直播区が無マルチ直播区よりも有
意に高かった一方，雑草乾物重は黒色ポリマルチ
直播区が無マルチ直播区よりも有意に少なかった
表７に現地実証圃における耕うん同時畝立てマル
チ展張直播作業機で播種を行ったエダマメの生育

および収量を示した．新潟茶豆の収税日は８月上旬
であった．黒色ポリマルチ直播区が無マルチ直播区
に比べて，出芽日が３日，収穫日が２日促進された
また．黒色ポリマルチ直播区が無マルチ直播区に比
べて，出芽率，収稚日の地上部乾物重，主茎長莱
数，茨収量，商品収量が高かったが，雑草乾物重は
少なかった．

Ⅳ 考 察

果は透明ポリマルチあるいはべたがけ被覆よりも低
いが．黒色ポリマルチ直播区の出芽率は，透明ポリ
マルチ区と同等，ないしべたがけ直播区を上回る値
を示した（表4)．細野らはエダマメの出芽率がポリ
マルチ被覆よりもべたがけ被覆で低下したのは，土
壌水分が低下しやすいことが原因であると報告して
いる(6)．このことは，出芽率を高めるには地温上昇
のみならず土壌水分も重要であることを示唆してい
る吉田らによると北陸地域では雪解け後の降水量
や蒸発量から４月下旬から５月中旬にかけて圃場が
過度に乾燥するケースは少ない(19)．しかし,４月下
旬から５月上旬の晴天日は日射が強く空気飽差も大
きい条件になりやすい(6)このような条件下で，砕
土性の劣る重粘質土壌を耕うんすれば表層は急激に
乾燥する場合も考えられる．高橘らも新潟県の重粘
土転換畑における５月中・下旬のダイズの出芽につ
いて土壌水分が乾燥しすぎないことが重要であると
報告している('8)このようなことからエダマメの出
芽率を高めるためには表層の土壌水分が安定的に高
水分で維持されることが重要である．細野らは黒色
ポリマルチ区における表層土壌の体積含水率の低下
が無被覆区やべたがけ区に比べて小さかったことを
報告しており(6)．透明ポリマルチ直播区および黒色
ポリマルチ直播区では，表層土壌が出芽に好適な水
分に保たれていたことが推察される．

エダマメ４品種の播種日と収穫日の関係から．８
月上旬までに収穫が可能な播種日は，滝姫が６月５
日まで，湯あがり娘が５月１６日まで，新潟茶豆が
５月８日までであった（表2)これらの結果から､
滝姫‘湯あがり娘と新潟茶豆を用いて５月上旬以前
に直播栽培を実施すれば，８月上旬迄に収穫が可能
なことが明らかになった．しかし，新潟県における
エダマメの直播栽培は低温による出芽遅延を回避す
るために，日平均気温の平年値が15℃以上になる５
月中旬以降に行うことが指導されている(しl)一方．
細野らはポリマルチ等による被覆が４月下旬の播種
においても出芽・苗立ちの安定化に有効であること
を明らかにしている(6)
ポリマルチによる作物の生育促進の要因として低

温時の地温上昇効果(17)が知られている．本試験にお
いてもポリマルチによる出芽促進および高い出芽率
が認められた細野ら(6)は．ポリマルチフィルムの
色による地温効果の違いを調査し，透明ポリマルチ
では無被覆に比べて播種後１０日間の平均地温は４
～5℃程度高くなったのに対し，黒色ポリマルチで
は０～1℃程度の増加であったことを報告している
一般に，マルチ被覆による地温上昇効果は，マルチ

資材の日射透過率が大きいほど大きくなる(9)一方．
べたがけの地温上昇は平均で２℃程度と大きかっ
た．このように黒色ポリマルチ被覆の地温上昇効
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('2)．三浦は('2)生育量や雑草量についてのデータを

示していないが，透明ポリマルチが，黒色ポリマル
チよりも増収したのは，本試験と松村の結果から，
透明ポリマルチでもエダマメの過繁茂や倒伏は認め
られず,雑草量も少なかったからではないかと推察
される．
このように．５月中旬より前の直播栽培において

は，地温上昇効果による出芽や生育促進という点で
透明ポリマルチが優れたが，茨収量や商品収量にポ
リマルチの種類による大きな差は認められず，ま
た，透明ポリマルチ被覆は過繁茂，倒伏，雑草繁茂
等の危険性が高くなることから，黒色ポリマルチ被
覆が最も適していると判断された
水田複合経営農家においてエダマメを導入する場
合，エダマメの移植作業は水稲の育苗管理や移植作
業と重なり，作業競合が起きることから直播栽培に
よる省力化が求められているそこで，細川らは
く5)．省力化を図るために‘耕うんと同時に畝立て，
マルチ展張と播種を行う耕うん同時畝立てマルチ展
張播種作業機を開発した．これは．耕うん幅150～
170cmのホルダー型アップカットロータリに有孔マ
ルチの穴を利用し，目皿式播種機の繰り出しを同期
させて播種を行うマルチ直播用作業機である
耕うん同時畝立てマルチ展張播種作業機を用いて
湯あがり娘とおつな姫の播種を行った圃場試験でも
黒色ポリマルチ直播区で無マルチ直播区よりも有意
に生育と収量が増大することが確認された（表6)．
また，上越市内の農事組合法人において新潟茶豆を
使った現地実証試験においても同様な結果が得られ
た（表7）ことから，４月下旬～５月上旬にかけての
エダマメの早期直播栽培では畝を黒色ポリマルチで
被覆することで、出芽率，生育および収量の安定化
が図れるものと判断された
次に従来の慣行である黒色ポリマルチで被覆した

移植栽培と黒色ポリマルチで被覆した直播栽培につ
いて比較してみる．移植栽培の播種は無加温ハウス
で行うため，露地に播種する直播栽培に比べて出芽
日が１～４日程度早くなったが，収穫日は移植栽培
が１日早くなった程度であった（表4)滝姫と湯あ
がり娘の２品種ともに直播栽培は移植栽培に比べて
主茎長が有意に長く、地上部乾物重莱乾物重莱
数，茨収量および商品収量（2008年の湯あがり娘を
除く）は有意に高かった（表5)このことは移植栽

被覆資材の滝姫および湯あがり娘の生育への影響
について見ると，地上部乾物重は，透明ポリマルチ
直播区と黒色ポリマルチ直播区が無マルチ直播区，
黒色ポリマルチ移植区を有意に上回って推移した．
国分は．ダイズの子実生産における開花期から茨伸
長後期にかけての乾物生産の重要性を指摘し、この
時期の高い乾物生産には葉面積の早期拡大が必要で
あるとしている('0)片山らは，ポリマルチ区で，葉
身が薄く，葉面積比が大きく効率的な光合成産物の
投資が行われ，開花期までの葉面積の増大が生じる
ことを明らかにしている(8)．ポリマルチ処理により
国分の指摘する葉面積の拡大が生じて乾物重増大と
なった可能性がある．
両品種ともに透明ポリマルチ直播区において黒色

ポリマルチ直播区よりも生育量の増大と主茎長の伸
長が認められた（表5)一方‘両品種の茨収量が透
明ポリマルチ直播区と黒色ポリマルチ直播区では無
マルチ直播区に比べて１５～２７％増収したが，ポリ
マルチの種類（黒および透明）による収量の差異は
認められなかった（表5)．松村も収稚時において透
明ポリマルチ区のエダマメの茎葉重と根重は黒色ポ
リマルチ区よりも有意に商かつたが．サヤ重はマル
チの種類（黒および透明）による収量の差異は認め
られなかったことを報告している(11)そして，透
明ポリマルチ区が黒色ポリマルチ区に比べて生育が
促進したため茎葉中の窒素含有率が低下し，それに
よって同化産物も低下することで透明と黒色のポリ
マルチ間で収量差が認められなかったと推察してい
る(11)本試験区における透明ポリマルチ直播区の
湯あがり娘は徒長により収稚前には倒伏が認められ
た．一方，滝姫は湯あがり娘に比べて生育量が小さ
かったので倒伏は認められなかったが，畝面のみな
らずエダマメの株元からの雑草の生育は旺盛であっ
た（表5)．透明ポリマルチ被覆下では雑草生育が旺
盛になるため作物との養水分競合を起こすことが知
られている(7)、これらのことから．透明ポリマルチ
直播区では雑草との養水分競合によってエダマメの
茎葉中の窒素含有率の低下と徒長による倒伏が起こ
り開花期以降の同化産物が減少し，茨数も減少した
ことが考えられるところで．三浦は．エダマメの
マルチ栽培では茨数増大により無マルチ栽培に比べ
て増収し，増収程度は透明ポリマルチで144％・黒
色ポリマルチで７７％に達したことを報告している
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培で対応していた低温期の作型が直播栽培で代替で
きることを示唆している．
塩谷・片山は，耕うん同時畝立てマルチ展張播種

作業機を使用した現地実証試験と従来の移植栽培の
作業調査から春作業時期における作業時間を比較し
て，現地実証試験では１０a当たり約３時間と移植栽
培の１/6程度まで削減できることを示した(16).こ
の作業時間の大幅な削減は，移植栽培用の育苗管理
が不要になることと耕うん．マルチ展帳．播種作業
が一工程で行えるためである一般的に移植栽培の
定植は降雨前に行われるが，晴天が続く場合は定植
が遅れることになる．その場合に備えて江口・羽田
野は．苗の生育を抑制するための低温貯蔵方法を開
発した(')が，直播栽培においては，そのような装置
を必要としない．このように，直播栽培は作業時間
の削減による省力化のみならず，広い育苗施設や低
温貯蔵庫も必要としないことも大きなメリットであ
る
上越地域の水稲・ダイズ水田複合経営農家がエダ

マメを導入して７月中旬から８月下旬まで直播栽培
で継続的な出荷を行うことを想定し，本試験結果を
元にした出荷体系例を示す（図1)．図１に従って，
継続出荷を前提に，７月中～下旬収穫のためには滝
姫，湯あがり娘を４月第５半旬播種，おつな姫を５
月第２半旬に播種し，いずれも黒色ポリマルチ直播
栽培で行う．８月上旬収枇では湯あがり娘と新潟茶
豆を５月第１半旬に播種し黒色ポリマルチ直播栽培
を行う．一方．８月中旬以降の収穫では無マルチ直
播栽培で可能である．８月中旬以降の収穫では新潟
茶豆を５月第４半旬．６月第１半旬に播種し，８月
下旬収秘のためには，庄内茶豆５号を５月第３半旬，
第５半旬に播種し無マルチ直播栽培を行う．ここで
無マルチ直播栽培は表３より8009/㎡以上の茨収
量が得られる播種時期を選んで組み合わせている．
図１は，あくまで上越地方向けの作型の組み合わせ
であるが．他の地域でも同じような手法で連続的な
出荷を可能にする作型組み合わせの開発ができる．

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月
l５６１２１３４５６１２３４５６１２３４５６１２３１４５６
α ロ

G I I D

（ γ ’ ｡ ’（ 冒 渋 ! l ･ D

作型 品種
滝姫

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

おっな姫早生
マルチ直播 一

中早生 湯あがり娘
□ー

新潟茶豆中生 □４■■■

無マルチ
直播

□○

串。ー

庄内茶豆5号中晩生

○:播種，□:収穫
図１黒色ポリマルチ直播栽培技術(５月第２半旬迄)を導入した直播栽培の継続的な出荷体系

Ｖ 摘 要

～2008年に滝姫(早生種)，湯あがり娘(中早生種)，
新潟茶豆（中生種)，庄内茶豆５号（中晩生種）を用
いて．慣行の播種期よりも早い時期から直播による
作期試験を行い．継続的な収穫のための播種期を検
討した2008年と2009年には早期直播栽培の省力
的安定生産技術の確立のために，透明ポリマルチ，
黒色ポリマルチおよびべたがけ資材による被覆を比
較したそして選定した黒色ポリマルチを使って早
期直播栽培の省力的安定生産技術について実証試験

水稲生産農家がエダマメを導入して収益性を向
上させるためには．直播栽培によって７月中旬～８
月下旬までの継続的な出荷体系の構築が必要であ
るしかし．新潟県における現行の作型は．播種が
５月中旬以降で，収稚が８月中旬以降であるそこ
で，７月中旬～８月上旬までの出荷が可能な早期直
播栽培による省力的安定生産技術の確立と直播栽培
のみによる８月下旬までの継続的な収穫が可能な作
型の提示を目的として以下の試験を実施した．２００６
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を行った．
1中晩生よりも早い滝姫，湯あがり娘および新潟
茶豆を用いることで，直播栽培で７月中旬から
８月上旬までの収穫が可能であった

2．滝姫と湯あがり娘の早期直播栽培において，透
明ポリマルチ直播および黒色ポリマルチ直播栽
培の出芽率はべたがけ直播栽培や無マルチ直播
栽培よりも高かったこれはポリマルチ被覆に
よる地温上昇効果以上に表層土壌の保水効果に
よる影響が大きいと考えられた

3．透明ポリマルチ直播および黒色ポリマルチ直播
栽培の生育量，茨収量と商品収量は，べたがけ
直播栽培や無マルチ直播栽培および黒色ポリマ
ルチ移植栽培よりも高い値を示した．

4．茨収量や商品収量にポリマルチの種類による大
きな差が認められなかったことから，地温上昇
効果による生育促進という点で透明ポリマルチ
被覆が優れていたが，過繁茂倒伏，雑草繁茂
等を招くため．黒色ポリマルチ被覆が最も適し

ていると判断された
5．耕うん同時畝立てマルチ展張播種作業機を用い
て早期直播栽培技術の有効性について場内試験
と現地実証試験で評価を行い．黒色ポリマルチ
直播栽培が無マルチ直播栽培を大きく上回る生
育と収量を示すことが実証された

6．滝姫．湯あがり娘，新潟茶豆の黒色ポリマルチ
被覆による早期直播栽培技術と無マルチ直播栽
培による新潟茶豆と庄内茶豆５号の直播栽培の
みで７月中旬～８月下旬まで継続的な出荷が可
能で省力的な栽培体系を提示した．

謝辞：本研究の現地実証試験の遂行に当たり上越
市の農事組合法人大潟ナショナルカントリー代表理
事竹田香苗氏に御協力を頂いた．また，圃場試験の
遂行に当たり中央農業総合研究センター業務第４科
の技術専門職員の方々，特に矢崎孝司氏，関口誠氏，
浅野修氏，小竹剛志氏には圃場管理と調査に御協力
を頂いたここに記して深謝する．

Ⅵ 引 用 文 献

1．江口喜久子・羽田野一栄（2003）定植適期延
長が可能なエダマメのセル成型苗の低温貯蔵方
法．関東東海北陸農業研究成果情報平成
１４年度Ⅳ’６２-６３

２．えちご上越農業協同組合（2006）高品質・良食
味えだまめ栽培マニュアル．１-１１

３.Hara,Y(2000)Estimationofnitrogenrelease
fromcoatedureausingtheRichardsfunction
andinvestigationofthereleaseparametersusing
simulationmodels.SoilSci.PlantNutl:,４６,６９３
-７０１

４．羽田野一栄（2004）収稚機（ハーベスター）に
対応した早生エダマメの直播栽培技術と草姿改
善．エダマメ研報，２，５２-５３

５．細川寿．片山勝之・細野達夫・塩谷幸治(2009)
耕うん同時畝立て作業機による野菜の同時マル
チとエダマメのマルチ直播技術．平成20年度
研究成果情報（共通基盤・作業技術),http://
www.naro.afhc.go.jp/top/seika/2008/01narc/
narcO8-02html

6・細野達夫・片山勝之・細川寿（2010）北陸重粘

土転換畑での早期エダマメ直播栽培における地
温と出芽に及ぼすマルチ・べたがけの効果中
央農研報，１４４，１７-３１
笠原安夫・西克久（1964）プラスチックフイル
ムのマルチによる照度．温度，土壌水分．土壌
pHの変化とレタスの生育および雑草防除との
関係農学研究．５０,７９-１０２
片山勝之・細野達夫・細川寿（2009）被毅資材
と被覆尿素の利用が早期直播エダマメ栽培の生
育収量に及ぼす影響北陸作物学会報，４４，
４６-４９
小寺孝治（2003）!'マルチ・べたがけ資材と利
用11.五訂施設園芸ハンドブック．日本施設園
芸協会，７５-８４
国分牧衛(1988)大豆のIdeotypeの設計と検証．
東北農試研報，７７，７７-１４２
松村昭治（1986）ポリマルチによるエダマメの
初期生育促進過程．土肥誌，５７．３７７-３８３
三浦友治郎（1968）増収効果のある露地野菜の
ポリマルチ栽培農及園．43,1852-1854
中頚城農業改良普及センター・中頚城農業振興

７

８

９

1０

1１

1２

1３



片山勝之ら：エダマメの早期直播栽培技術の確立 1３

協議会園芸振興部会編（2004）えだまめ良食味
栽培指針８p.

14．新潟県経営普及課他（2003）１１えだまめ11.野
菜栽培のマニュアル新潟県農林水産部農産園
芸課編,新潟県農林公社，352-368.

15．農林水産省大臣官房統計部（2010）Ⅱ主要野菜
の都道府県別の作付面積，収稚最及び出荷量１1.
ポケット園芸統計．平成２１年度版５３

１６．塩谷幸治・片山勝之（2009）エダマメ・マル
チ直播技術の導入効果関東東山東海農経研．
９９．５１-５６

17鈴木晴雄・桜井英二宮本硬一（1980）畝面被
覆の微気象に関する研究Ⅳ、寒冷紗の遮蔽と
黒色ポリエチレンフイルムの被覆による地温効
果農業気象，35.243-248

18．高橋智紀・細川寿・松lll奇守夫(2008)重粘土転
換畑における土壌鎮圧によるダイズ種子の吸水
促進効果．土肥誌，７９，１-７

１９吉出修一郎・伊藤公一・足立一日出（1997）重
粘土転換畑への冬期作物の導入による圃場の排
水性の改善土壌の物理性．７６．３-１２



[:繍蛎篭曲1-15(2011) ］ 1５

EstablishingaCultivationn℃chnolo野hrGreenSoybeans
UsingEanlyDirectSowing

KatsuyukiKatayama*,'IhtsuoHosono*andHisashiHosokawa"

Summary

InNiigata,greensoybeans(GIyc"2e"2"x)canbeharvestedbeforeearly-Augustonlywhentheyare
transplanted・Weareaimingtoestablishalesslaboriousandstableproductiontechnologythatenablesrice
pl･oducerstodirectlysowsoybeansearlierthanusualbrcontinuousharvestshommidJulytoeadyAugust.We
triedseveralmulchingmaterialsdul･mgthe2008to2009growingseasonsincluding:transparentpolyethylene
filmmulch(rPM),blackcolorpolyethylenelilmmulchGPM)andplantblankets(PB).Thecultivarsweused
were:TakihimeandOtsunahme(early-seasonvarieties),YUagarimusume(amid-earlyseasonvariety)and
NiigataChamame(amid-seasonvariety).Theresultsaresummarizedasfbllows:
1.Signincantincreasesinseedlingemergencerateofgreensoybeanswereobservedinthedirecllysownplots
usingTPMandBPMcomparedwithPBandplotswithoutmulch.'IYnlisincreaseresultediommamtainingthe
soilwatercontentinthesurfacelayersoftherowsratherthaniromanincreaseinsoiltemperamre.

2.Signincantmcreasesintotaldryweightatharvest,totalpodyieldandhighqualitypodyieldofgreensoybean
wereobservedinthedirectlysownplotsusingTPMandBPMcomparedwiththetransplantedplotsusing
BPM,directbrsownplotsusmgPBandplotswithoutmulch.

3.AlthoughthegrowthofgreensoybeanintheplotusingTPMwashigherthanthatintheplotusingBPM
duetoanincreaseinsoiltemperature,therewasnosignmcantdifferenceinpodyieldbetweentheseplots.
Weconcludedthatthegreensoybeancultivationsystemusingearly壱directsowingwithBPMwasillemost
suitableschemebecauseBPMcanpreventrankgrowth,lodgingandweeds.

4.Weestablishedagreenso"eancultivationsyslembyintroducingearlyedirectsowingusmgBPMandselect
cultivarsihatcouldbeharvestedfrommidJulytoeallyAugust.

*NationalAgriculmraIReSearChCentel;Japan


